
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」を
ご
存
知
で
す
か

人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課　
工く

藤ど
う

麻ま

里り

問
い
合
わ
せ
先

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

金
キム

 相
サン

廷
ジョン

　

今
年
7
月
に
韓
国
の
西
南
海
岸
に

あ
る
干
潟
4
カ
所
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
こ
の
干
潟
は
世
界
的
に
も
有
名
で
、

カ
ナ
ダ
東
部
海
岸
、
ア
メ
リ
カ
東
部

海
岸
、
北
海
沿
岸
、
ア
マ
ゾ
ン
川
流

域
と
共
に
世
界
5
大
干
潟
地
域
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
は
世
界
遺
産
登
録
審
査

の
過
程
で
こ
の
干
潟
を
「
地
球
生
物

多
様
性
の
保
存
の
た
め
に
世
界
的
に

最
も
重
要
で
意
味
の
あ
る
生
息
地
の

一
つ
で
あ
り
、
特
に
絶
滅
危
機
に
瀕

し
て
い
る
渡
り
鳥
の
生
息
地
と
し
て

顕
著
な
価
値
が
認
め
ら
れ
る
」
と
評

価
し
た
。

　

こ
の
場
所
は
移
動
中
の
鳥
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
餌
場
で
あ
り
、
休

息
の
た
め
の
中
間
寄
着
地
だ
そ
う

だ
。
例
え
ば
シ
ベ
リ
ア
で
繁
殖
し
た

シ
ギ
は
1
万
2
千
㎞
を
移
動
し
、
こ

の
干
潟
に
到
着
し
、
再
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
蓄
え
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
約

1
万
㎞
を
移
動
す
る
と
い
う
。

　

最
近
、
世
界
的
な
気
候
変
動
の
対

策
と
し
て
、
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す

取
り
組
み
と
と
も
に
、
多
様
な
生

命
の
生
息
地
で
あ
る
自
然
を
保
全
し
、

自
然
本
来
の
回
復
力
を
育
て
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

ソ
ウ
ル
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
韓

国
干
潟
の
炭
素
吸
収
役
割
と
そ
の
機

能
を
世
界
で
初
め
て
究
明
し
、
そ
の

結
果
を
国
際
著
名
学
術
誌
「
総
合
環

境
科
学
会
誌
」
に
発
表
し
た
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
2
０
１
７
年
か
ら

4
年
間
、
韓
国
の
沿
岸
約
20
カ
所
の

干
潟
か
ら
採
取
し
た
堆
積
物
を
研
究
。

そ
の
結
果
、
採
取
し
た
堆
積
物
に
含

ま
れ
る
二
酸
化
炭
素
量
が
多
い
こ
と

を
科
学
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ

は
炭
素
吸
収
源
と
し
て
干
潟
の
価
値

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

干
潟
は
「
自
然
の
腎
臓
」
と
も
呼

ば
れ
陸
地
か
ら
流
れ
出
る
汚
染
物
質

を
浄
化
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
数
多
く
の
生
命
の
ね
ぐ

ら
で
あ
り
、
人
間
に
と
っ
て
も
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
干
潟
は
気
を
つ
け
な
い

と
消
滅
す
る
危
険
も
あ
る
。
仁イ

ン

川チ
ョ
ン

国

際
空
港
が
あ
る
永ヨ

ン

宗ジ
ョ
ン

島ド

と
金キ

ム

堤ジ
ェ

市
は

以
前
は
世
界
的
に
有
名
な
干
潟
だ
っ

た
が
、
開
発
に
よ
っ
て
相
当
の
部
分

が
失
わ
れ
た
。
特
に
セ
マ
ン
グ
ム
干

潟
は
消
滅
の
危
機
に
あ
る
。

　

私
た
ち
が
望
む
快
適
な
生
活
は
、

豊
か
な
自
然
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

た
。

韓
国
の
干
潟
が
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
た
理
由

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

�

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン
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⑳

性
暴
力
は
重
大
な
人
権
侵
害

　

11
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期

間
で
す
。
今
年
は
「
性
暴
力
を
、
な

く
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地
で

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
性
暴

力
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
中
で

も
、
最
も
人
権
を
踏
み
に
じ
る
も
の

で
、
被
害
者
の
体
を
傷
つ
け
る
だ
け

で
な
く
、
心
に
も
深
い
傷
を
負
わ
せ

る
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

今
回
は
性
暴
力
の
現
状
と
そ
の
対
応
、

相
談
窓
口
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

性
暴
力
は
性
別
や
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
交
際
相
手
、
配
偶
者
な
ど
か

ら
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

県
内
で
の
重
要
犯
罪
（
殺
人
、
強
盗
、

強
制
性
交
等
、
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
）

の
令
和
2
年
に
お
け
る
認
知
件
数
で

も
、
性
暴
力
（
強
制
性
交
等
、
強
制

わ
い
せ
つ
）
は
全
体
の
6
割
を
占
め

て
お
り
、
被
害
者
が
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
身
近
な
問
題
に
も
関
わ

ら
ず
、
性
暴
力
の
被
害
者
に
対
し
「
そ

ん
な
服
装
を
す
る
か
ら
」「
本
気
で
抵

抗
し
な
い
か
ら
」
な
ど
と
、
そ
の
言

動
を
と
が
め
ら
れ
、
責
任
の
一
端
が

本
人
に
あ
る
よ
う
に
批
判
さ
れ
が
ち

で
す
。
勇
気
を
出
し
て
性
被
害
を
打

ち
明
け
て
も
、
噂
や
中
傷
な
ど
の
二

次
被
害
に
あ
い
、
被
害
者
を
苦
し
め

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
性

暴
力
は
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　

も
し
、
身
近
に
悩
ん
で
い
る
人
が

い
た
ら
、
ま
ず
は
話
を
よ
く
聞
き
、

そ
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
必
要
に

応
じ
、
専
門
機
関
へ
相
談
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

専
門
機
関
へ
の
相
談
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
人
に
話
を
す
る
こ
と

で
心
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
悩
み
や
不
安

を
人
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
気

持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
悩
む
前
に
、
身
近
な
人
や
専

門
機
関
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

▼
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
＃
8
８
９
１
（
全
国
共
通
番
号
）

▼ 

ゆ
あ
さ
い
ど
く
ま
も
と 

（
24
時
間

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　
☎
０
９
６（
３
８
６
）５
５
５
５

▼ 

性
犯
罪
相
談
（
レ
デ
ィ
ー
ス

１
１
０
番
）

　
☎
０
１
２
０（
８
３
４
３
）８
１

内閣府男女共同参画局「女性に対する
暴力をなくす運動」描きおろし漫画

参加者は真剣に講師
の話を聞き入ってい
ました

第1回きくち楽習大学を開催しました
　菊池都市間交流の会では、姉妹・友好都市と有意義な交
流を行うにあたり、自らが菊池市のことについて学び、知
識を高めるため、きくち楽習大学を年に2回開催しています。
　８月19日に今年度１回目の楽習大学を開催。「菊池一族
関連の遺跡」をテーマに、菊池初代・則

のり

隆
たか

関連の神社を回り、
一族の歴史を学びました。
　新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、会員限定
での開催となりましたが、参加者からは「初めて訪れる場

所もあって、参加し
て良かった。菊池
の歴史を学べる良
い 機会だった」と
好評でした。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

代
則の

り

隆た
か

が
館
を
構
え
た
と
い
わ
れ
る

菊
之
城
跡
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
遺

跡
か
ら
は
、
古
代
か
ら
中
世
、
近
世

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
建
物
、

掘
立
柱
建
物
、
道
路
、
土
墳
墓
な
ど

の
ほ
か
、
柱
跡
を
多
数
発
見
。
古
代

の
須
恵
器
や
土
師
器
の
ほ
か
、
中
世

の
輸
入
陶
磁
器
（
白
磁
・
青
磁
・
天

目
茶
碗
）
な
ど
の
遺
物
も
出
土
し
ま

し
た
。
中
世
の
遺
物
が
集
中
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
遺
跡
の
中
心
的
な
時

代
は
中
世
の
も
の
と
い
え
ま
す
。

中
国
と
菊
池
と
の
交
易
の
証

　

こ
の
調
査
で
は
、
中
世
の
中
国
の

銭
貨
「
洪
武
通
宝
」
が
市
内
初
出
土
。

さ
ら
に
、
中
国
で
作
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
天
目
茶
碗
も
発
見
し
て
い
ま
す
。

天
目
茶
碗
は
当
時
、
有
力
者
し
か
所

有
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
大
変

貴
重
な
品
で
す
。
ど
ち
ら
も
菊
池
一

族
が
活
躍
し
た
時
代
の
も
の
で
、
日

本
と
中
国
の
交
易
、
さ
ら
に
菊
池
と

の
関
わ
り
が
推
定
で
き
る
資
料
で
す
。

報
告
書
で
遺
跡
の
詳
細
を

解
説
予
定

　

菊
之
池
Ａ
遺
跡
は
、
来
年
度
か
ら

報
告
書
の
刊
行
作
業
を
開
始
。
遺
跡

の
詳
細
を
報
告
書
の
中
で
解
説
し
て

い
き
ま
す
。

　

現
在
、
国
指
定
史
跡
を
目
指
し
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
菊
之
城
跡
は
、

昨
年
度
ま
で
の
調
査
成
果
を
ま
と
め

て
お
り
、
一
族
が
活
躍
し
た
時
代
と

同
時
代
の
遺
構
や
遺
物
が
出
土
し
て

い
る
菊
之
池
Ａ
遺
跡
の
発
掘
内
容
に

つ
い
て
も
触
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
市
内
各
地
で

発
掘
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
菊
池
一

族
が
活
躍
し
た
中
世
の
時
代
と
同
時

代
の
遺
構
や
遺
物
も
出
土
し
て
い
ま

す
。
本
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
発
掘
調
査

の
成
果
を
不
定
期
に
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

菊
之
池
Ａ
遺
跡
で
の
成
果

　

令
和
3
年
6
月
か
ら
9
月
ま
で
、

大
琳
寺
地
内
の
菊
之
池
Ａ
遺
跡
で
発

掘
調
査
を
実
施
。
現
場
は
、
菊
池
初

◆

リ
ポ
ー
ト 

◆

洪武通宝
1368年以降に作ら
れた中国 の 明 の 時
代の銭貸

写真左側が今回の発掘調査現場

発掘調査 の 状
況は、市ホーム
ページで随時更
新していきます。

↓

発掘調査現場全景

調査現場

菊之城跡

北宮阿蘇神社

市役所

天目茶碗

発掘調査現場遠景

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　第4火曜日（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

パッチワークキルト展　　期間：11月２日㈫～14日㈰
タペストリーや小物を展示します。
阿蘇写友会写真展　　期間：11月１６日㈫～１２月5日㈰
阿蘇の風景を中心に撮影した作品30点を展示します。

菊池さくら基金・さくらオーナー寄附金募集中
一口3万円で桜の苗木を植樹できます。結婚・子どもや孫
の誕生・退職記念などの表記も可能。先着10本です。詳し
くはお問い合わせください。
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